




















「Ｄ会場」 １０月３１日　８：４５～９：３０

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－６
北陸自動車道　栄橋床版取替工事における上下線連続化による施
工 山田

やまだ

　信行
のぶゆき

東日本高速道路（株）

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－７
鋼床版大規模修繕工事（2020-岸）
鋼床版下面補強工（Ｕリブ切断工法・モルタル充填工法） 中橋

なかはし

　 修一
しゅういち

日本ファブテック（株）

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－８
AI橋梁診断の採用
～新技術の採用成果～ 土田

つちた

　昌伯
まさのり

金沢市　土木局

「報文概要」

報　文　概　要

　本工事は、北陸自動車道のリニューアルプロジェクトの一環として、中之島見附IC～三条燕IC間の栄橋・貝
喰川橋の2橋で床版取替を行うものである。4車線の床版取替の場合、上り線・下り線片側ずつ全面通行止めを
行い、対面2車線を確保して施工するのが一般的である。しかし、当該区間は交通量が多く、一般的な床版取
替の方法では、規制期間中の交通渋滞が避けられないと考えられた。このため、規制期間中も一般交通への影
響を最小限に抑えることが課題であった。本工事では規制期間中も対面3車線を確保する方法として、上下線
の間に仮設RC床版を設置し、上下線を連続化する計画とした。本稿では、供用中の高速道路における床版取替
工事の施工について、上記課題に対する取り組みを中心に、これまでの実績を報告する。

　近年、都市高速道路において顕在化している閉断面リブ鋼床版のビード貫通き裂に対する予防保全として、
鋼床版下面から補強を行う工事が行われている。
　鋼床版下面補強工は、交通規制を伴うことなく、また天候に左右されることもなく施工が可能であり、工法
にはＵリブ切断工法とモルタル充填工法がある。
　本工事は、海上部に有する阪神高速道路5号湾岸線天保山大橋付近の岸P6～岸P9間（3径間：橋長254ｍ　桁
下高：33ｍ～39ｍ）にて鋼床版下面補強工（Ｕリブ切断工法・モルタル充填工法）を実施したものであり、本
稿では鋼床版下面補強工事には必要不可欠な高力スタッドボルト溶接について報告する。

　金沢市では、約1,400 本の橋梁を管理している。平成26 年度の5 年１サイクルの橋梁点検の義務化によ
り、年間約280 橋の点検が必要となり、人員的にも財政的にも大きな負担となっている。また、１サイクル目
の法定点検が終了して、技術の熟練度による診断結果のばらつきなどの課題があった。
　そこで、令和３年度から橋長２ｍ以上５ｍ未満のコンクリート橋約810 本を対象として、ＡＩによる橋梁診
断を採用した。
　採用により、資料等の省略化等による職員の負担軽減、診断結果のばらつきの軽減、経費の削減等の効果が
みられた。



報文集掲載報文（口頭発表なし）

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｈ－１
橋梁点検診断結果の分析
－持続可能なインフラメンテナンスの実現に向けて－ 齋藤

さいとう

　立
たつる

（一財）橋梁調査会

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｈ－２ 道路橋床版の耐荷性能評価をふまえた補修検討について 長谷部
はせべ

　佑
ゆう

太
た 北陸地方整備局

長岡国道事務所

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｈ－３ ECI 契約方式による府屋大橋耐震補強工事の仮設設計について 小林
こばやし

　岳史
たけし 北陸地方整備局

羽越河川国道事務所

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｈ－４ レーザークリーニング工法による鋼橋塗装メンテナンスの提案 新川
しんかわ

　光浩
みつひろ (一社)クリーンレーザー

工法協会

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｈ－５
橋梁補修における利便性を向上した排水管の取り組み
－プレート一体型のステンレス製排水管－ 奥澤

おくざわ

　孝将
たかまさ （株）トーカイスパイラ

ル

「報文概要」

　橋梁用排水管はVP 管やSGP 管、STK 管等が一般的ですが、VP 管は紫外線、寒さによる可塑剤の劣化によ
る破損等、鋼管は融雪剤等の影響によるメッキの劣化による腐食の発生、また重量物となり撤去含め施工性
に課題があります。
またどちらの管種も橋梁用に特化されたものでは無く幅広い用途に使用される汎用品であり場合によっては
橋梁用には適していない、逆に過剰な場合もあります。
本文は橋梁用排水装置に特化し材質を高耐久性のあるステンレス、形状をプレート一体、パイプ及び天板プ
レートを薄型とした橋梁向け専用排水管の優位点や従来種との比較、課題をまとめたものです。

報　文　概　要

　平成26 年度から道路施設における5 年毎の定期点検が道路法で義務づけられた。平成31 年3 月には「損
傷や構造特性に応じた点検対象の絞り込み」、「特徴的な損傷への対応（充実）」、「新技術の活用による
点検方法の効率化」等の見直しが行われて「橋梁定期点検要領」（H31.3）が改訂され、継続的に定期点検が
行われている。
　橋梁のメンテナンスは「点検→診断→措置→記録→次の点検」により行われるが、平成30 年度で定期点検
が一巡したことにより、メンテナンスサイクルの措置となる補修工事を効果的に実施することが重要とな
る。
　5 年毎の定期点検は、「橋梁定期点検要領（案）」（H16.3）により平成16 年度から行われているが、平
成16～30 年度の点検診断結果を見ると、健全性が向上していない橋梁があることが判っている。
　このため、「橋梁定期点検要領」（H26.6）に基づき行われた直近（３巡目）の点検診断結果だけではな
く、１～２巡目の点検診断結果、補修履歴等も含めて点検診断結果の分析を行い、持続可能なインフラメン
テナンスの実現に向けて取り組むべき課題を整理したので報告する。

　床版の補修設計にあたり、床版電磁波レーダとSIVE（衝撃荷重載荷試験）を組み合わせた非破壊調査によ
り、床版の損傷状況や現状の床版耐荷性能を評価し、補修方法を検討した。
　本稿では、今回の調査により得られた知見および調査結果を活用した補修検討について報告する。

　二級河川大川に架かる国道7 号府屋大橋は、1981 年竣工の橋長136ｍ、4 径間の単純PCポステンＴ桁橋で
ある。本橋は耐震補強として橋脚のＲＣ巻立て工を行う必要があり、非流水部に位置するＰ１とＰ２は既に
工事が完了しており、Ｐ３は令和５年度から７年度の３ヶ年で工事を計画している。
　本報告のＰ３は特に流水部に位置することから、工事においては河川協議による出水期や漁協協議による
鮭等の漁期を避けた施工が求められ、施工期間が１年間で約６ヶ月間に限定される。また、河床地盤は玉石
が混入し桁下高も低いため仮設鋼矢板の打設が困難である他、河口に近いため冬期間は波浪の影響が大きい
施工条件となっている。
　これらの厳しい施工条件があり仕様の確定が困難であったため、ECI 発注方式（技術提案・交渉方式（技
術協力・施工タイプ））による技術協力業務を実施することにより、施工者独自の高度な技術力や視点を設
計段階で取り入れることが可能となり、工事の実現性や施工性、安全性にも十分配慮した仮設設計が可能と
なった。

　社会インフラ鋼構造物の塗膜剥離・錆除去において、旧塗膜を剥離する際に発生する建設副産物の処理が
費用面、環境面に非常に負荷が高いものとなっている。
　今回の新技術に関する調査及び研究は持続可能でクリーンなインフラ社会の構築に寄与できるものと考え
る。


